
序

分

義

を

通

・し
て

見

た
る
善
導
大
師

序

分

義

の

梗

概
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幅

島

愍

雄

高

組
大
師

一
千
二
百
五
十
の
諱
辰
を
邀
ふ
る
に
際
し
、
摩
訶
衍
同
人
胥
謀
り
報

恩
謝
徳

の
爲
め
、
大
師
讃
仰
の
書
を
出
版
せ
ん
こ
ε
を
决

し
五
部
九
卷
を
同
人
全
部
に
分
港
執
筆
せ
し
む

る
こ
ご

・
な
り
、

予
に
は
序
分
義
を
指
定
せ
ら
る
。

夲
素
其
疏
に
親
し
み
居
ら
ざ
る
予
が
倉

卒
裡
素
讀
し
て
此
序
分
を
逋
し
て
高
祗
の
卓
見
を
窺
は
ん
こ
ε
は
容
易
の
業
に
あ
ら
す
。
愁
ひ
に
臆
詭
を
並
べ
て
大
師
の
高
徳
を
傷
け
ん
こ

ざ
を

虞
る

・
の
餘
り
單
に
御
疏
の
御
趣
旨
を
摘
記
す

る
に
止
め
お
く
。

大
師
の
御
卓
見
楷
定
の
疏
た
る
を
知
る
に
は
前
段
の
玄
義
分
に
如
く
は
な
し
。
序
分
以
下
は
觀
無
量
壽
經
の
本
文
に
就
て
疏
逋
せ
ら
れ
た

る
も

の

・
中
に
就
て
此
序
分
義
は
彌
天
の
道
安
以
來
先
賢
の
例
に
倣
ひ
、
序
、
正
宗
、
流
通
の
三
段
に
分
か
つ
中
の
初
分
に
し
て
,

「
經
の

由
來
、
縁
起
を
述
べ
た
る
所
を
如
是
我
聞
以
下

一
千
三
百
五
十
五
字
迄
の
文
ε
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

序

文
を
分
ち
て
證
信
、
發
起
の
こ
序
ε
な
す
。

(
}
)

證
信
序
、
結
集
者
が
經

文
の
首
に
如
是
我
聞
の
四
字
を
安
く
の
理
由
を
詭
明
し
て

夫
を
證
信
、こ
云
ふ
。

別
し
て
此
觀
經
は
佛
第
子

阿
難
が
、

世
尊
の
依
囑
を

受
け
て
複
論
し
た
る
經
に
し
て
阿
難
の
人
格
を
透
ふ
し
て
確
信
す
る
に
足
る
こ
ε
の
證

ε
な

る
ε
云
ふ
意
味
で
あ

る
Q經

文
は
後
世
比
丘
の
結
集

に
成
り
た
る
も
の
に
し
て
、

佛
陀
世
尊
の
直
筆
で
は
な
い
が
、
直
筆

こ
し
て
信
じ
て
差
閊
な
い
・こ
云
ふ
意
を
表

し

て
如
是
我
聞

ε
云
ふ
。



如

是
の
こ
字
は
能
詭
者
釋
算
、
我
聞
の
二
字
は
能
聽
者
た
る
阿
難
を
指
す
。
私
は
佛
陀
よ
り
此
の
如
く
聞
き
ま
し
た
。

む

む

か
な

叉

の

一
諡
に
は
、
沸
陀
所
諡
の
法
を
如
是
、こ
云
ふ
、

帥
ち
世
尊
所
詭
の
法
は
悉
く
眞
理
に
如
ひ
秋
毫
の
誤
謬
も
な

い
、
之
に
從

つ
て
修

行

ぜ

か
な

せ
ば

必
す
當
果
を
得
、
故
に
是
に
如
ふ
。
今
阿
難
が
鷲
峰
に
在

つ
て
複
説
せ
る
此
經
は
釋
尊
、

王
宮
に
於
て
韋
提
希
夫
人
等
に
向

つ
て
説
示

し
玉

へ
る
金
言
で
あ
る
か
ら
如
読
修
行
せ
ば
往
生
疑
な
き
こ
ーこ
を
信
ぜ
よ
ご
。

'

抑

、
阿
難
・こ
は
如
何
な
る
人
物
か
ε
云

ふ
に
、
中
阿
含
經

に
ょ
れ
ば
、
世
尊
、

五
十
五
歳
の
時
、
新
に
常
侍

喝
人
を
索
め
玉

ふ
、
五
百
の

比
丘

、
我
れ
其
選
に
當
ら
ん
ご
相
爭
ひ
し
が
、
衆
議
の
結
果
、

阿
難
其
推
擧
に
與
り
て
此
重
任
に
就
く
に
至
れ
り
。
阿
難
は
佛
成
道

(
三
十

歳
)
の
四
月
八
日
生
マ」云

ふ
か
ら
此
時
は
方
に
廿
六
歳
で
あ
る
。
之
よ
り
什
五
ヶ
年
聞
常
隨
給
仕
し
て
世
尊
の
説
法
を
悉

く
聽
聞
憶
持
し
て

居

つ
た
の
で
あ
る
。
浬
槃
經

(南
本
湟
槃
會
疏
卅
六
)
に
曰
く
佛
、
文
珠
菩
薩
に
告
て
曰
く
、

阿
難

は
佛
に
事
ふ
る
こ
ε
、
二
十
年

(
恐
く

は
五

の
字
を
脱
す
る
か
)
に
し
て
八
種
の
不
思
議
を
具
足
せ
り
、

触
は
別
請
を
受
け
す
、

こ
は
故
衣
を
受
け
す
、
三

は
非
時
に
佛
を
見
す
、

四
は

「
切
の
女
人
を
見
て
欲
心
を
生
せ
す
、

(
註

阿
難
は
頗
る
好
男
子
に
し
て
女
子
の
愛
慕
す
る
者
少
か
ら
す
、

或
時

「
婦
人
兒
を
背

ひ

井
邊
に
至
り
水
を
汲
み
し
に
阿
難
に
見
ご
れ
釣
瓶
繩
を
幼
兒
の
首
に
卷

付
け
た
る
を
覺

へ
ざ
り
し
事
あ
り
ーこ
云
ふ
、

以
て
其
美
貌
た
る
を
窺

む

む

む

む

む

む

ムリ

む

む

　

む

む

ふ
に
足
る

・
五
は

周
切
法
を
憶
持
し
て
再
問
せ
す
、

六
は
佛
所
入
の
定
を

知
る
,
七
は
佛
所
に
至
る
者
の
受
盆
不
同
を
知
る
,

八
は
悉

く
能

　

む

む

む

む

のり

む

む

む

く
佛

秘
密
の
法
を
了
知
す

ご
。

帥
ち
佛
所
説
の

N
切
の
法
を
善
く
記
憶
し
て
忘
る
・
こ
ピ
な
く
、

叉
佛
言
gn
に
發
し

玉
は
ざ
る
意
中
秘
密
の
法
を
も
了
知

せ
り
ξ
い
ふ
。

さ
れ
ば
、
阿
難
の
詮
は
即
ち
佛
読
な
り
ε
云
ふ
も
過
言
に
は
あ
ら
じ
。

人
或
は
言
は
ん
、
阿
難
は
世
愈
五
十
五
歳

以
後
の
侍
者
に
あ
ら
す
や

然
ら
ば

其
以
前
佛
成
道
三
十
歳
よ
り
の
廿
六
年
間

の
設
法
は
聽
問
し
居
ら
ざ
る
こ
・丶ζ

な

る
。
然

れ
ば

此
間
の
阿
難

の
論
は
佛
諡
に
あ

ら
す

ご
。

報
恩
經
之
に
就
て
左
の
如
く
記
せ
り
、

二
+
年
中
所
設
の
法
を
重
て
我
が
爲
に
説
き
玉
へ
ぐ丶

佛
粗
ぽ
言
端
を
示
す
に
雛

驫

枷
加
糧
鬻

樋
魏

加
裁

齣
炉
縲

に
ミ

帥
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ち
佛

の
加
被
力
に
よ
つ
て
三
昧
を
證
し
三
昧
中
に
未
聞
の
詭
法
を
皆
悉
く
聽
問
せ
り
。

此
の
如
き
人
格
者
た
る
阿
難
の
説
法
は
聞
く
者

皆
佛
陀
よ
り
直
接
聽
聞
す
る
も
同
等
な
り

ε
深
く
信
を
生
す
る
こ
-丶こ

な
る
。

此
義
を
表

さ
ん
が
爲
め
に
如
是
我
聞
の
四
字
を
置
き
し
を
、
大
師
之
に
證
信
序
ざ
銘
を
打
ち
玉
ふ
。

(
二
)

發
起
序
、
大
師
は
之
を
七
科
に
小
分
せ
ら
れ
て
居
る
。

ω

化

前

序

②

禁

父

縁

③

禁

母

縁

㈱

厭

苦

縁

⑤

欣

淨

縁

⑥

散

善

顯

行

縁

ω

定

善

示

觀

縁

ρ
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今
此
七
科
を
逐
條

依
文
釋
義
し
て
行
く
ーこ
餘
り
長
文
に
流
れ
る
か
ら
、
只
其
梗
概
だ
け
を
記
述
す
る
こ
ε
に
す
る
。

い

つ

さ

こ

 此
經
は
韋
提
希
ご
云
ふ
女
性
を
發
起
者
、こ
し
て
お
詭
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
が

、
夫
は
何
時
、

何
處
で
ε
時
處
を

記
さ
れ
た
も
の
が
次

の

文
で
あ
る
。

一
時
、
摩
訂
陀
國
、

王
舍
城
の
東
北
方
靈
鷲
山
に
て
佛
陀
が
千
二
百
五
十
人
の
大
比
丘
衆
。
及
菩
薩
三
萬
二
千
人
を
集
め
説
法

せ
ら
れ
て
居

つ
た
時
で
あ

る
。
世
尊
五
十
ヶ
年
の
詭
法
を
五
會
に
分
ち
ま
す
る
ε
第

一
會
は
鹿
野
苑
の
説
法
、
第

二
會
優
留
頻
地
方
、
迦
葉

へ
の
詭
法
、
第
三
會
王
舍
城
の
説
法
、
竹
林
精
舍
,
次
で
頻
婆
沙
羅
王
の
建
設
に
係

る
靈
鷲
山
、

一
化
五
十
年
は
主

ε
し
て
此
處
に
於
て
化

導
し
玉
ふ
。
第
四
會
郷
里
迦
毘
羅
城
。
此

第
四
會
は
第
三
の
後
く」
云
ふ
意
味
で
は
な
い
。

第
11j會
ε
,J
.;?
る
王
舍
城

は
佛
論
法
の
最
後
迄
は

此
會
坐
に
鑷
す
る
が
故
に
、
佛
陀
の
親
族
は
郷
里
の
第
四
會
に
て
出
家
入
門
せ
ら
れ
て
居
り
、
阿
難
奪
者
も
此
時

入
門
し
て
居
ら
る
。
第
五



會
は
祗
園
精
舍
の
説
法
。

以
上
五
會
に
分
ち
た
る
は
年
代
順
で
は
な

い
。
前
述
の
如
く
第
三
會
王
舍
城

の
説
法
は
便

宜
五
+
年
間
の
詭
法
を

之
に
攝

入
し
た
の
で
あ
る
か
ら

從
つ
て
此
經
の
読
時
は
何
年
何
月

ε
確
定
す
る
こ
S
は
出
來
な
い
が

、
此
經
所
説
の
時
大
比
丘
衆
千
二
百
五

十
人
列
座
せ
り

こ
あ
り
、
其
比
丘
衆
千
人
は
、
第
二
會
優
留
頻
地
方
教
化
の
三
迦
葉
が
千
人
の
弟

子
ε
共
に
入
門
せ
る
も
の
。

二
百
五
+
人

は
第
三

會
王
舍
城

の
會
坐
に
て
入
門

せ
る
舍
利
弗
,
目
連
等
な
る
故
其
後
の
詭
法
な
る
こ
ε
推
知
せ
ら
る
。

叉
阿
難
が
世
尊
の
常
侍
ε
な
り
て
後
な
る
こ
ε
は
本
經
中
に
佛
告
阿
難

-こ
あ

る
に
よ
り
て
知
ら
る
。

此
阿
難
は
迦
毘
羅
城
詭
法
の
時
の
入

門
な
れ
ば
此
後
な
る
こ
ε
は
自
明
で
あ

る
。

阿
難
は
前
逑
の
如
く
世
尊
五
十
五
歳
の
時
、
常
侍
こ
な
り
た

る
も
の
に

し
て
如
何
に
多
聞
第

N

の
譽
あ

る
も
多
數
の
門
弟
の
中
よ
り

此
阿
難
を
特
に
邏
叛
し
て
此
經
を
付
艢
す

る
に
は
相
當
の
年
數
を
經
過
し
て
居

つ
た
事
マ」
推
せ
ら
る
。

然
れ
ば
本
經
の
所
詭
は
佛
陀
晩
年
ε
認
定
し
て
可
な
り
ε
思
ふ
。

帥
ち

此
經
は
王
宮
の

剛
大
悲
劇
の
あ
つ
た
時

釋
尊
は
中
印
度
摩
訶
陀
國

王
舍
大
城

の
東
北
方

靈
鷲
山
に
於
て
詭
法

遊
ば
さ
れ
て
居

つ
た
時

ざ
て
時
處
を
明
し
て
、
未
だ
詭
法
の
御

口
を
聞
き

玉
は
ざ
る
前
、

20
ち
教
化
を
起
す
の
前
な
る
が
故
に
之
を
化
前
序

ε
呼
ば
れ
た
の
で
あ

る

愈
よ

之
よ
り
發
起
者
韋
提
希
夫
人
が
、
釋
算
に
心
願
し
て
救
濟
を
乞
ふ
に
至
つ
た
動
機
を
縁
起
ε
し
て
論
明
す

る
の
だ
か
ら

禁
父
縁

等
ご

・皆
縁
の
字
が
付
し
て
あ
る
。
序

ご
云

ふ
も
縁
ぐ」
云
ふ
も
同
義
で
あ

る
。
由
序
劇
縁
起
で
あ
る
か
ら
だ
。

此
五
濁
悪
世
四
苦
八
苦
に
逼
め
ら
れ

て
苦
悶
懊
惱
し
て
居
る
人
生
を
代
表
し
て
韋
提
希
夫
人
ε
云
ふ
貴
婦
人
を
拉
し
來
り
、

云
何
に
人
世
の
悲
慘
な
る
か
を
巧
に
表
覬
し
、
佛
教

の
二
大
系
統
中
、
他
力
本
願
教
の
教
旨
,
所
求
、
所
歸
.
去
行
を
詭
示
し
て
終
に
之
に
よ

つ
て
の
み
人
類
は
罕
等
に
救
濟
さ
る

・
も
の
で
あ

る
マ〕云

ふ
大
要
を
述
べ
た
も
の
で
正
宗
分
ε
云
ふ
本
論
に
入
る
ま
で
を
發
起
序
で」云
は
れ
て
居
る
。

釋
尊
の
郷
國
印
度
に
於
て
五
天
の
中
の
中
印
度
、
而

か
も
十
六
大
國
中
の
摩
詞
陀
國

(註

摩

訝

陀
ε
は
不
害
ε
譯
す
此
國
に
は
古
來
刑

戮
死
刑
に
處
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
し

ざ
云
ふ
意
)

王
舍
城
主
の
地
位
に
あ
り
た
る
頻
婆
沙
羅
王
が
、
我
子
阿
闍
世
の
爲
め
に
七
重
の
獄
内
に

幽
閉
監

禁
せ
ら
れ
て
水
食
だ
も
與

へ
ら
れ
す
、
軈
て
餓
死
せ
ん
ε
す
る
苦
境

に
置
か
れ
た
る
に
起
因
し
て
、

夫
人
韋

提
希
の
妻
、こ
し
て
の
貞
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操
、
母

ご
し
て
の
慈
愛
を
罩
め
た
る
人
情
劇
こ
そ
今
經
の
如
き
他
力
本
願
經
の
縁
起
こ
な
つ
た
の
で
あ

る
。

忽
然

、
大
王
監
禁
の

N
幕
が
演
ぜ
ら
れ
た
。

之
を
聞
い
た
夫
人
韋
提
希
、
夫
君
の
安
否
を
案
じ
取
る
物
も
取
敢

へ
す
、
先
づ
夫
君
を
訪
ね

ん
y,
-
密
に
飮
食
物
を
用
意
し
て
牢
内
に
赴
く
。

大
王
は
之
に
よ
つ
て
饑
渇
を
忍
び
豫
て
教
化
を
蒙
む
り
居
れ
る
釋

尊
の
掛
錫
し
玉

へ
る
鷲

峰
に
向

つ
て
遙
拜
し
授
戒
、
読
法
を
念
願
せ
り
。

乃
ち
目
連
は
請
に
應
じ
て
王
宮
に
疾
走
し
て
八
戒
を
授
け
、
富
樓
那
は
赴

い
て
詭
法
し
王

を
慰
渝
す
。
仍
て
王
身
心
安
祚
マ」し
て
三
七
日
を
過
ぐ
。

需
し
人
三
七
日
斷
食
せ
ば
命
を
斷
つ
は
普
逋
な
り
。

太
子
謂

へ
ら
く
、
父
王
幽
閉

已
に
三
七
日
を
經
た
り
、
最
早
絶
命
し
居
る
な
ら
ん
ε
。
門
衛
に
就
て
此
由
を
質
す
、
豈
圖
ら
ん
や
父
王
今
獪
安
全

な
り

ε
。

更
に
其
由
を

問
ふ
、
守
衛
之
を
秘
す
る
に
由
な
く
事
の
始
終
を
言
上
す
。

太
子
之
を
聞
い
て
赫
怒
し
、
我
母
は
國
賊
に
與
み
す
る
大
賊
な
り
、
釋
の
弟
子

は
幻
術
を
以

つ
て
惡
王
を
救
ふ
が
故
に
之
れ
悪
人
也
ε
。
直
ち
に
利
劒
を
執

つ
て
母
堂
を
殺
害
せ
ん
ーこ
せ
り
。

若
し
月
光
、
耆
婆
の
忠
臣
な
か
ら
ん
か
、
阿
闍
世
は
故
國
を
追
は
れ
、
逆
罪
者
、
未
生
怨
の
悪
名
を
永
く
經
史
に
慱

へ
命
終
後
は
墮
獄
の

苛
責
に
逢
ふ
べ
か
の
し
に
、
幸

ひ
二
人
の
忠
臣
あ
り
身
を
供
し
て
苦
諌
し
竟
に
太
子
を
翻
心
せ
し
め
し
か
ば
母
君
の

一
命
は
存
し
、

太
子
は

後

日
、
國
王
に
墮
獄
の
苦
患
を
免
が
る

・
を
得
。

母
君
は
世
奪
に
教
化
を
請
ひ
て
現
當
二
世
の
安
樂
を
得
。
叉
末
代
凡
夫
救
濟
の
手
引
を
さ

る

・
こ

ご

・
な

つ
た
o

當
時

印
度
文
化
の
程
度
を
察
す
る
に
婆
羅
門
族
に
は
四
吠
陀
あ
り
て
道
學
は

鳳
通
り
行
亘

つ
て
居
た
事
ε
思
は
る
。
月
光
が
、
臣
眦
陀
論

經
の
論
を
聞
く
に
劫
初
己
來
乃
至
無
道
に
し
て
母
を
害
す
る
を
聞
か
す
今
此
殺
逆
の
專
を
な
さ
ば
刹
帝
利
の
門
閥
を
汗
さ
ん
臣
聞
く
に
及
び

す
是
れ
栴
陀
羅
な
り

ε
。
此
人
倫
の
大
道
を
論
き
て
切
諫
せ
し
を
見
て
も
文
化
の
稍
進
み
し
を
察
す
る
に
足
る
。

此
忠

臣
の
誠
意
に
よ
つ
て
母
君
死
よ
り
冤
る

・
を
得
た
れ
さ
も
、
太
子
の
餘
憤
未
だ
息
ま
す
。

且
つ
父
王
を
赦
す

の
意
志
な
き
ご
見
へ
母

君
を
解
放
し
て
自
由
の
身
ε
な
さ
ば

復
た
父

王
に
諺
近
し
て
救

助
す
な
ら
ん
ε
、
仍
て
母
鶉
を
父
王
ざ
別
室
の
深
宮
に
監
禁
す
る
こ
Σ

・
な

つ
た
。
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夫
人

も
亦
宮
室
奥
深
く
に
幽
閉
せ
ら
れ
て
自
由
を
縛
ば
ら
る

・
に
至
り
,
我
身
の
上
の
不
幸
よ
り
も
夫
君
の
身
上
を
案
じ
煩
ひ
、
夫
君
今

若
し
妾
が
監
禁
せ
ら
れ
し
を
聞
き

玉
は
璽
如
何
に
お
嘆
き
遊
ば
さ
る

・
な
ら
ん
。
ま
た
妾
が
水
米
を
供
せ
す
ば
王
の
命
脈
旦
夕
に
迫
ら
ん
、

彼
を
想

ひ
、
此
を
念

へ
ば
嗟
乎
、
何
た
る
悲
哀
そ
や
。
夫
君
は
大
國
の
君
主
、
妾
は
其
太
后
、
人

ε
し
て
の
榮
を
究
め
、
求
む

る
處
ε
し
て

得
ら
れ

ざ
る
な
き

「
天
萬
乘
の
至
尊
で
あ
り
な
が
ら
,
而

か
も
我
が
腹
を
痛
め
た
る

N
人
子
の
太
子
よ
り
此
憂
き
目
を
見
せ
ら
る

・
ε
は
何

等
の
痛

恨
事
そ
や
ε
、
悲
償
切
々
、
情
緒
割
く
る
が
如
く
、
顏
色
憔
悴
た
り
。
古
人
謂
く
窮
す
れ
ば
逋
す
ε
、
人
は
悲
觀
の
さ
ん
底
に
徹
す

れ
ば
此

,ご
ん
底
を
足
瘍
、こ
し
て
立
脚
す
る
こ
ご
を
得
る
も
の
で
あ

る
。
韋
提
希
夫
人
若
し
宮
中
に
皇
后
ε
し
て
愛
護

せ
ら
れ
何
不
自
由
を
感

ぜ
ざ
り
せ
ば
人
生
を
醉
生
夢
死
さ
れ
た
で
あ
ら
う
が
、
今
此
悲
劇
に
遭

ふ
て
、
方
め
て
人
生
に
目
醒
め
て
活
路
を
見
開
か
ん
ε
の
A
'6が
生
じ

た
の
で
あ

る
。

此
秋
夫
妻
共

に
甞
て
師
表
、こ
し
て
教
を
受
け
居
る
釋
尊
の
事
を
想
ひ
浮
べ
、

願
く
ば
世
奪
、
昔
日
の
如
く
、

阿
難

、
目
連
を
お
遣
は
し
に

な

つ
て
妾
の
今
の
境
遇
を
慰
め
玉

へ
、

ε
悲
泣
雨
涙
、
勸
哭
哀
願
し
奉

つ
た
。

世
尊

は
時
に
鷲
峰
に
在
つ
て
千
二
百

五
十
人
の
大
比
丘
衆
共

に
御
詭
法
中
で
あ

つ
た
が
、
夫
人

の
心
願
を
了
知
し

玉
ひ
直
ち
に
隱
沒
の
相
を
現
し
て
宮
城
内
に
出
現
遊
ば
さ
れ
た
。
夫
人
叩
頭
拜
禮
己
つ

て
面
を
墨
ぐ
れ
ば
眼
前
に
は
百
寳
蓮
華
に
坐
し
玉
ひ
左
右
に
目
連
、
阿
難
を
侍
べ
ら
し
め
玉
光
顏
端
正
な

る
大
聖
世
算
糶
迦
牟
尼
佛
の
顯
れ

玉
ふ
を
拜
す
。

夢
か
ざ
ば

か
り
驚
喜
し
て
勿
體
な
い
く

、
恐
れ
多
い
く

、
S
恐
懼
す
る
反
面
に
は
、

お
懷

か
し

い
、
御
慕
は
し
い
佛
樣

ε
お
縋

り
申
す
態
度
を
、
經
文
に
は
自
ら
瓔
珞
を
絶
ち
、
擧
身
を
地
に
投
じ
、
號
泣
し
て
佛

に
向
つ
て
白
し
て
言
さ
く
、
ε
あ
り
。

世
愈
よ
妾
等
は
宿
世
に
何
か
悪
い
因
紛
が
あ

つ
た
の
で
せ
う
か
。

現
在
生
み
の
我
が
子
か
ら
斯
樣
な
逆
待
を
さ
れ
る
ε
は
何
ε
し
て
も
判
り

ま
せ
ん
。
斯
の
如
き
不
倫
な
行
爲
を
・
何
卒
因
果
律
に
よ
つ
て
其
縁
由
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

最
早
・
妾
は
此
如
き
處

は
騾
で
あ

り
ま
す
。

此
世
界

は
王
宮
す
ら
此
の
通
で
す
か
ら
到
る
處
苦
惱
に
充
た
さ
れ
て
居
る
に
違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
何
卒
、

悪
人
の
居
な
い
惡
聲
も
聞

か
ざ
る

童
界
が

有
る
な
ら
ば

御
教
示
下
さ
い
、こ
。
因
縁

を
開
か
ん
・こ
す
る
の
底
意
に
は
自
己
宿
縁
の
記
憶
か
再
起
し
て
罪
悪

を
懺
悔
せ
ん
ε
す
る
良
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心
の
光
明
が
ひ
ら
め
き
初
め
た
時
丈
け
夫
丈
け
心
の
奥
深
く
よ
り
哀
願
し
て
眞
實
至
誠
、
樂
土
を
求
む
る
に
至
つ
た

の
で
あ
る
。

以
上
が
禁
父
、
禁
叔
、
厭
苔
、
欣
淨
の
大
要
で
あ

る
が
、

相
當
文
化
の
開
け
た
る
國
、
而
か
も
將
來

N
國
の
君
主

ご
も
成
る
べ
き
身
が
、

何
故
斯

か
る
逆
罪
を

犯
す
に
至
つ
た
か
は
、
此
經
に
は
唯
、
調
逹

悪
友
の
教
に
隨
順
し
て
ε
あ
る
丈
だ
が
、

大
師
は
涅
槃
經
等
の
記
事
に
よ

つ
て
阿
闍
世
を
未
生
怨
、
婆
羅
留
支
を
折
指
ε
譯
す
る
因
縁
よ
り
し
て
、

太
子
出
生
の
因
縁
を
記
し
て
曰
く
。
大
王
子
息
無

き
を
嘆
き
て
諸

神
に
所
り
し
も
其
驗
な
か
り
き
。
或
時

N
人
の
占
相
師
來

つ
て
曰
く
、
今
茶
山
に

㎝
人
の
仙
人
あ
り
壽
命
蠱
き
て
後

は
王
の
子
息
ε
な
ら
ん

ご
。

王
之
を
聞
き
、
仙
人
の
天
壽
を
終
る
を
待

て
す
、
勅
使
を
遘
は
し
て
仙
人
の
命
を
請
は
し
む
。

仙
人
假
令
死
後

、
王
の
太
子
マ」
な
る
も

天
壽
を
完
う
せ
す
し
て
命
を
奪
は
る
・
を
肯
ぜ
す
、

乞
ふ
三
年
を
待
て
ε
、
使
者
之
を
報
す
。

王
我
實
子
を
得
る
ε
知

つ
て
は
三
年
は
愚
か

「
日
も
獪
豫
し
得
す
、
王
の
權
威
に
よ

つ
て
彼
が
命
を
奪
は
し
む
。
仙
人
死
地
に
臨
み
使
者
に
語
つ
て
曰
く
、

須
く
王
に
告
け
よ
、
我
天
壽

未
だ
盡

き
ざ
る
に
心
口
を
以
て
強
て
我
身
を
奪

ふ
。
我
若
し
王
の
兒
ε
な
ら
ば

還
た
心
口
を
以
つ
て
入
を
遣
し
て

王
を
殺
さ
し
め
ん
ご
。
告

げ
終

つ
て
死
に
就

く
、
仙
、
死
し
た
る
ε
同
時
に
夫
人
懷
胎
す
。

王
之
を
聞

い
て
大
い
に
喜
び
、
相
師
を
喚
ん
で
之
を
占
は
し
む
。
相
師

曰

く
、
此
は
男
兒
な
り
、
生

れ
た
ら
ん
に
は
王
の
爲
め
に
損
失
あ
ら
ん
ざ
、
大
王
曰
く
、
些

々
た

る
損
失
何

か
あ
ら
ん
、
我
に
子
あ
ら
ば
我
財

寳
國
土

は
悉
く
其
チ
に
奥
ふ
る
覺
悟
あ
り
ーこ
て
大
言
壯
語
せ
ら
れ
た
る
が
、
更
に
翻

つ
て
仙
人
逡
言
の
言
を
思

ふ
。

仙
人
は
我
子
こ
な

つ
て

我
命
を
奪
ふ
ε
、
茲
に
於
て
悲
喜
交

々
至
る
。
密
に
夫
人
Σ
語
ら
ひ
、
誕
生
の
時
高
樓
に
昇
り
、
天
井
に
穴
を
穿
ち
夫
よ
り
地
上
に
落
生
せ

し
む
。
仙
人
臨
終
の

喝
念
力
に
や
、
所
生
の
兒
落
命
せ
す
。

僅
に
小
指
を
傷
け
し
の
み
。

仍
て
世
人
呼
ん
で
折
指
亡
云

へ
り
。
叉
此
因
縁

に

よ
つ
て
太
子
未
だ
生
れ
ざ
る
よ
り
父
王
に
此
怨
あ
り
之
を
未
生
怨
ε
呼
ぶ
。

時
に
釋
尊
の
從
弟
に
提
婆
蓬
多

　
名
調
逹
な
る
も
の
あ
り
。
悉
多
太
子

(
世
象
の
幼
名
)
十
二
歳
の
時

多
數
の
童
子
ε
園
内
に
遊
戯
せ
り

此
時
室

中
に
群
雁
飛
行
し
、
提
婆

一
雁
を
射

る
。
其

雁
悉
多
太
子
の
園
中
に
落
つ
。

太
子
之
を
愍
み
て
箭
を
扱
き
傷
を
療
治
す
。
提
婆
之
を

求
め
し

も
太
子
與

へ
ざ
り
し
か
ば

之
よ
り
提
婆
は
太
子
に
怨
を
結
ぶ
に
至
る
。

(佛
本
行
集
經

+
二
)
而
し
て

触
日
の
長

た
る
提
婆
は
、
太
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子
が
佛

陀
さ
な
り
四
姓
の
歸
仰
す
る
こ
霊
を
觀
て
嫉
妬
憤
概
遘
る
瀬
な
く
、
何
か
に
し
て
我
佛
陀
に
克
た
ん
ご
。
終

に
舍
弟

阿
難
に
張
談
し

て
逋
力
を
傳
授
せ
し
む
。

周
、
室
中
に
縢
る
逋
力
、

二
、
自
身
色
境
に
入
る
,
三
、

山
河
等
自
身
に
入
る
,
四
、
大
小
自
在
に
身
を
現
す
等

の
逋
力
を
得
て
、
或
日
阿
闍
世
太
子
の
殿
前
、
室
中
に
登
り
身
邊
よ
り
或
は
水
を
出
し
火
を
出
だ
し
或
は
大
身
を
現
じ
或
は
小
身
を
顯

は
す

等
の
奇
術
を

示
す
。
太
子
之
を
見
て
大
に
歸
依
し
佛
の
如
く
.尊
敬
す
る
に
至
る
。

提
婆

、
太
子
の
我
に
心
服
せ
る
を
看
破
し
て
、
折
指
太
子
の
許

に
至
り
王
子
を
誘
惑
す
る
に
折
指
の
因
縁

を
以
て
す
。

壜

触
阿
含
經
に
曰

く
爾

の
時
提
婆
逹
彡
便
ち
婆
羅
留
支

(
折
指
太
子
)
の
所
に
至
り
王
子
に
告
て
言
は
く
、
昔
は
民
萠
壽
命
極
て
長
し
、

如
今
人
壽
は
百
年
を

過
ぎ
す
。

王
子
當
に
知

る
べ
し
人
命
は
無
常
な
り
終
に
位
に
登
ら
す
し
て
中
ご
ろ
命
終
せ
ば
亦
痛
し
か
ら
ず
や
。

王
子
は
父
王
の
命
を
断
つ

て
國
人

を
統
領
す
べ
し
。

我
は
今
當
に
沙
門
瞿
曇
を
殺
し
て
無
上
至
眞
等
正
覺
ご
作
る
べ
し
。
摩
竭
陀
國
界
に
於
て
新
王
、
新
佛
-こ
な
ら
ば

亦
快
か
ら
す

や
、
」E
の
雲
を
貫
て
照
さ

野
る
所
な
き
が
如
く
、
月
の
雲
淌
て
衆
星
の
中
に
明
な
る
が
如
し
ε
。
爾
時

に
婆
羅
留
支

王
子
帥
ち

父
王
を

收
め
て
鐵
牢
の
中
に
著
け
、
自
ら
王
・こ
な
つ
て
人
民
を
統
領
す
。
始
め
太
子
提
婆
の
進
言
を
信
ぜ
ざ
り
レ
も

、

生
誕
の
時
の
折
指
の

事
實
を

指
摘
し
て
示
せ
し
か
ば
竟
に
其
れ
に
誘
惑
さ
る

・
に
至
れ
り
・こ
。

此

記
事
は
事
實
談
で
あ
る
か
將
た
權
化
の
方
便
ご
し
て
の

「
種
の
劇
な
り
や
、
は
讀
む
人
の
選
擇
に
委
せ
ん
。

孰

れ
に
し
て
も
人
世
の
五

濁
悪
世

に
し
て
八
苦
の
界
な
る
こ
ε
を
巧
み
に
織
り
成
せ
る
悲
劇
・こ
見
ば
、

二
河
白
道
の
夫
、こ
共
に
之
を
入
信
の
出
發
鐵
霊
し
て
茲
に
立
脚

し
更
に
夏
生
進
趣
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ε
を
お
勸
め
す
る
Q

再
び
欣
淨
縁
に
還
り
て
記
述
す
る
こ
「丶こ

せ
ん
。

世
奪

は
夫
人
の
切
な
る
哀
願
を
容
れ
ら
れ
先
づ
眉
間
よ
り
光
明
を
放
ち
て
十
方
淨
土
を
照
し
其
光
明
佛
頂
に
反
映
し
て
金
臺
-こ
な
り
其
中

に
+
方

の
淨
土
を
顯
覲
し
玉
ひ
、
夫
人
を
し
て
之
を
觀
ぜ
し
め
自
ら
所
求
の
淨
土
を
選
擇
せ
し
め
玉
ふ
。

夫
人
光
鏖

所
現
の
淨
土
何
れ
も
殊

勝
な
り

ご
雖
、
我
は
西
方
極
樂
世
界
に
往
生
せ
ん
こ
ご
を
樂
ぶ
さ
て
別
し
て
西
方
の

一
土
を
選
取
す
。
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今
夫
人
+
方
淨
土
を
觀
見
す
。

然
る
に
佛

々
李
等
な
れ
ば
淨
土
も
亦
軍
等
無
差

別
な
る
に
夫
人
は
何
故
別
し
て
西
方
の

一
土
を
選
求
せ
る

や
。
叉

夫
人
今
始
め
て
阿
彌
陀
佛
を
拜
す
、
佛
々
李
等
の
中
、
此
れ
阿
彌
陀
佛
ε
は

如
何
ん
が
知
り
得
た
る
ε
微
細
に
亘
つ
て
慱
逋
記

に
論

じ
て
居

る
が
,

西
方
淨
土
の
諸
佛
淨
土
に
超
勝
し
て
居
る
こ
ご
を
論
す
る
こ
ε
に
な
れ
ば

之
れ
の
み

一
個
の
論
題
ε
し
て
記
逑
し
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
し
、
叉
、
正
宗
分
中
に
之
を
詳
述
せ
ら
る

・
方
も
あ
ら
ん
。
仍
て
其
方
に
讓
り
て
今
は
省
略
さ
せ
て
戴
く
。

夫
人
、
今
親
く
佛
力
に
よ
つ
て
十
方
淨
土
を
觀
見
し

自
分
の
求
む
る
所
の
淨
土
は
西
方
極
樂
世
界
ご
决
定
し
た
か
ら
,

次
は
去

行
、
帥
ち

　

む

む

む

西
方
極
樂
に
生

る

・
に
は
如
何
な
る
事
を
な
せ
ば
可
な

る
や
、
私
の
定
心
を
し
て
觀
見
せ
し
め
玉

へ
S
、
懇
願
せ
し

か
ば
、
其
請
を
容
れ
て

直
ち
に
定
善
を
説
く
べ
き
に
、
世
奪
は
韋
提
の
致
講
を
縁
由
ε
し
て

吋
大
事
因
縁
た
る
凡
夫
往

生
の
散
善
を
開
示
せ
ん
ーこ
て
三
幅
の
行
を
生

因
ε
し

て
顯
し

玉
ふ
。

大
師

の
散
善
顯
行
縁

ε
科
し
玉

へ
る
下
、

經
文
に
は
散
善
の
前
に
定
觀
を
詭
き
玉

ふ
、
夫
を
大
師
が
散
善
顯
行
縁

-こ
し
玉

へ
る
思
召
を
察

す
る
に
、
大
師
自
身
罪
悪
生
死
の
凡
夫
ε
自
覺
し
玉
ひ
、
末
代

「
切
善
悪
凡
夫
の
爲
め
に
は

定
觀
よ
り
散
善
の
方
が

實
行
し
易
い
ーこ
の
見
地

よ
り
散

善
を
觀
佛
以
上
に
須
要
ε
思
召
さ
れ
て
の
こ
マ」
で
あ
ら
う
。

此
處
經
文
に
、
阿
彌
陀
佛
去
此
不
逋
ε
あ
る
を

,

大
師

は
三
義
を
以
て

論
明
し

て
居
ら
る
。

「
、
分
齊
不
逋
、

十
萬
億
刹
を
超
過
す
れ
ば
彌
陀
の
國
な
る
が
故
に
無
量
刹
土
に
比
較
す
れ
ば

獪
近
し
ざ
云
ふ
べ
し
。

二
、
里
程
遙
な
り
く懿

、
去
る
時

剛
念
に
到
る
。
三
、
注

心
觀
念
す
れ
ば
定
境
相
應
し
て
行
人
自
然
に
常
見
す
る
が

故
に
ご
。

剛
月
天
に
在

つ
て
影
萬

水
に
淨
ぶ
、
月
降
り
下
ら
す
、

水
昇
り
上
ら
す
。

ε
あ
る
が
如
く
觀

心
、

叉
は
信
心
あ
れ
ば
佛
心
を
見
、
佛
光
を
拜
す
る
r
7
/̂)を

得
、
今
現
に
佛
身
を
拜
す
る
を
得
れ
ば
焉
ん
ぞ
佛
土
を
觀
ざ
ら
ん
。
之
れ
去
此
下
遠
な
り
。

世
象

の
本
意
は
定
散

同
切
の
機
類
を
救
濟

せ
ん

ε
し
玉

へ
る
が
、
定
心
は
難
く
散
心
は
多
し
。
故
に
韋
提
の
致
請
に
因
み
て
散
善
を
自
開

し
玉
ふ
。

(
定
ご
は
心
を

一
境

に
住
め
て
專
ら
其
境
を
觀
見
す
る
こ
、こ
。
散

ε
は
心
散
亂
し
て

噌
境

に
佳
ま
ら
す

故
に
境
を
觀
見
し
得
る
に

非
す
〉
夫
を
三
旛

ε
名
つ
く
、
所
謂
、
世
幅
、
戒
幅
、
行
輻
、
之
也
。
幽
一
に
世
幅

ε
は
世
間
的
善
行
で
第

一
は
孝
道
、

儒
道
二
教
の
連
中
が
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佛
教
は
孝
道
を
説
か
す
ご
て
攻

撃
せ
る
者
多
か
り
し
爲
め
か
,

大
師
は
疏
に
父
母
は
世
間
編
田
の
極
也
、
佛
は
出
世

間
編
田
の
極
也
ε
記
し

て
、
其

次
に
左
の
如
き
事
を
叙
せ
ら
れ
て
居
る
。

佛
在

世
の
時
飢
饉
年
あ
り
。

人
皆
餓
死
し
て
白
骨
累
々
た
り
。

諸
の
比
丘
等
乞
食
す
る
に
食
を
得
難
し
。

時
に
世
奪
は
比
丘
等
の
去
る
を

待

つ
て
獨
自
城

に
入
つ
て
乞
食
し
玉
ふ
。

旦
よ
り
中
に
到
ま
で
門
々
喚
び
乞
ひ
玉

へ
さ
も
食
を
與
ふ
る
者
な
し
。

佛

還
た
監
を
塞
う
し
て
歸

り
玉
。
崢。
明
日
復
去
玉
ふ
に
又
還
得
玉
は
す
。

後
日
復
去
玉
ふ
に
又
亦
得
す
。
忽
ち

一
の
比
丘
あ
り
道
に
逢
て
佛
を

見
上
る
に
顏

色
常
に
異

に
し
て
飢
相
あ
る
に
似
た
り
。

帥
佛
に
問
玉
ふ
て
言
さ
く
。
世
奪
今
己
に
食
を
竟
玉

へ
り
や
。
佛
言
く
比
丘
、
我

三
日
を
經
て
已
來
乞
食
す

る
に

叫
匙
だ
も
得
す
。
我
今
飢
虚
し
て
力
な
し
能
汝
ε
共
に
語
ら
ん
や
ε
。
比
丘
佛
語
を
聞
き
己

つ
て
悲
涙
自
ら
勝

ふ
る
こ
さ
能
は
す
。
即

自
念
言
す
ら
く
佛
は
是
れ
無
上
の
稿
田
、
衆
生
の
覆
護
な
り
。
我

れ
此
三
衣
を
費
つ
て

一
蠡

の
飯
を
購
ひ
佛
に
奉
ら

ん
今
正
に
其
の
時
也
ご

是
念
を

作
し
已
て

嚇
蓋
の
飯
を
買
得
て
急
ぎ
往

い
て
佛
に
上
る
。
佛
知
う
め
し
て
故
ら
に
問
て
言
は
く
、
比
丘
時
年
飢
儉
し
て
人
皆
餓
死
す

汝
今
偲
れ
の
處
に
て
此

}
蓋
純
色
の
飯
を
得
來
る
や
。

比
丘
前
の
如
く
具
に
白
す
。
佛
又
言
は
く
比
丘
三
衣
は

部
是

三
世
諸
佛
之
構
相
な
り

此
衣
の
因
縁
極
て
奪

ぐ
極
て
重
く
極
て
恩
あ
り
。

汝
今
此
飯
に
易

へ
得
て
我
に
與
ふ
る
こ
ε
大
に
汝
が
好
意
を
領
す

れ
さ
も
、
我
れ
此
飯
を

淌
せ
じ
、
比
丘
、
重
て
佛
に
白
し
て
言
さ
く
。
佛
は
是
れ
三
界
の
幅

田
、
聖
中
の
極
な
る
す
ら
、

爾
淌
せ
す

ε
の
玉

は

穿
、
佛
を
除
て
己
外

　

む

む

　

　

　

む

誰
か
能

く
淌
せ
ん
。

佛
の
言
く
比
丘
汝
に
父
母
有
り
や
不
や
。
答
て
言
さ
く
有
り
。
汝
、
將
て
父
母
を
供
養
し
去
れ
。

比
丘
言
さ
く
佛
倫
淌

せ
す
ご
の
玉
ふ
、
我
が
父
母
豈
能
く
淌
せ
ん
や
。

佛
の
言
は
く
淌
す
る
こ
ざ
を
得
ん
。

何
を
以
て
の
故
に
父
母
能
く

汝
が
身
を
生
す
汝
に
於

む

む

む

て
大
重

恩
あ
り
此
に
よ

つ
て
淌
す
る
こ
ざ
を
得
ん
。
佛
叉
比
丘
に
問
玉
ふ
、
汝
が
父
母
、
佛
を
信
す
る
心
あ
り
や
不
や
。
比
丘
言
さ
く
都
て

信
心
な
し
。
佛

の
言
く
今
信
心
有
る
べ
し
汝
が
飯
を
與
ふ
る
を
見
ば
大
に
歡
喜
を
生
ぜ
ん
、

此
に
因
て
帥
信

心
を
發

し
先
づ
教

へ
て
三
歸
戒

を
受
け

し
め
よ
跏
ち
能
く
此
食
を
淌
せ
ん
也
。

時
に
比

丘
既
に
佛
の
教
を
受
け
て

愍
仰
し
て
去
り

ぬ
ε
。

(
此
文
の
典
據

は
傳
通
記
に
は
五

分
律
'/J
な
れ
6J
'
糅

/
、
糅
鈔
に
は
五
分
律

木
文
未
勘

ε
あ
り
て
出
所
明
か
な
ら
す
)
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此
趣
意

は
出
世
間
の
藕
田
よ
り
世
間
の
福
田
を
重
ん
す
る
例
、こ
し
て
大
師

は
世
間
道
徳
の
輕
ん
す
べ
か
ら
ざ
る
を
立

證
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(奉

事
師
長

、
修
+
善
業

、
等
の
詭
明
省
略
ひ
)

二
に
戒
藕
ε
は
三
歸
戒
を
始
マ」
し
五
戒
、

八
戒
(
在
家
の
戒
)、
十
戒
へ沙
彌
戒
)、
二
百
五
十
戒
(比
丘
戒
)
.
五
百
戒
(比
丘
尼
戒

)、
三
聚

戒
,
十
無
蓋
戴
(菩
薩
戒
)等
あ
り
。

第

三
行
藕
。
前
の
戒
幅

マ」此
行
膈
く旨
は
第

一
の
世
羸
に
對
し
て
出
世
間
の
臈
田
な
り
。

佛
果
菩
提
ご
云
ふ
究
竟
の

目
的
に
逹
せ
ん
に
は
廣

大
志
願

心
な
か
る
べ
か
ら
す
。

之
を
發
菩
提
心
マし
云
ふ
。
深
信
因
果
ご
は
苦
樂
の
因
果
を
信
す
る
こ
ご
、

讀
誦

大
乘

ε
は
大
乘
經
を
讀
誦
す

れ
ば

智
眼
開
け
て
苦
界
を
厭
ひ
浬
槃
を
欣
ぶ
に
至
る
ご
。

導
師

の
此
解
釋
に
從

へ
ば
讀
誦
大
乘
は
夫
自
身
が
往
因

こ
な
る
に
あ
ら
す
、
之
か
縁

ご
な
り
て
厭
欣

心
を
生
す
る
に

止
ま
る
樣
に
察
せ
ら

る
。
磚
逋
記
之
に
關
し
て
逑
べ
て
曰
く
。

仰
て
如
來
を
信
じ
て
偏
に
經
典
を
讀
む
。
經
典
は
如
來
の
金
言
な
り
。
故

に
言
昔
の
下
に
無
蓋
の

善
を
生
す
。
修
多
羅
の
章
句
功
儻
難
思
な
り
、こ
い
ふ
。

之
に
從

へ
ば
讀
誦
20
行
善
こ
な

る
。

瓔
擇
集
に
よ
れ
ば
、
世

,
戒
、
行
三
幅
夫

々
餘

行
な
く
し
て
往
生

の
業
ε
な
る
。
是
れ
淨
土
宗
觀
無
量
壽
經
の
意
也
ご
あ
り
。

之
に
よ
れ
ば
讀
誦
ま
た
往
生
の
業
ご
な

る
こ
ざ
明
な
り
。

正
宗
分
散
善
義
中
の
九
品
-こ
此
三
輻
隔こ
如
何
な
る
關
係
あ

り
や
。

若
し
九
品
ぐ」
三
福
ご
開
合
の
異
マ」せ
ば
、
玄
義

分
に
よ
れ
ば

九
品
皆
念

佛
を
詮

要
こ
す
ざ
あ
れ
ば
三
幅
中
に
も
念
佛
な
か
る
べ
か
ら
す
。

佛
意
を
窺

へ
ば

三
薦
中
に
必
す
念
佛
な
か
る
べ
か
ら
す
。

然
ら
ば
其
念
佛

は
三
鵜
中
何
れ
の
文
に
相
當
す
る
や
。
恐
く
は
讀
誦
大
乘
中
に
攝

す
る
な
る
べ
し
。
然
る
所
以
は
、
四
句
の
偈
文
に
よ
る
も
究
竟
大
乘
淨
土

門
諸
行
往
生
稱
名
勝
で
あ
る
か
ら
大
乘
經
の
肝
要
は
稱
名
念
佛
に
あ
り
、
故
に
序
分
の
散
善
中
に
も
此
念
佛
な
か
る

べ
か
ら
す
。

選
擇
集
に

は
九
品

ε
は
前
の
三
幅
を
開
し
て
九
品
-こ
す
ε
云
ひ
、
下
三
品
臨
終

の
念
佛
は
第
三
福
大
乘
の
意
也
ε
判
ぜ
ら
る

・
よ
り
す
れ
ば
明
に
念
沸

は
讀
誦

大
乘
中
に
あ
り
。

此
散
善
の
行
は
唯
凡
夫
の
み
の
行
す
る
劣
行
に
あ
ら
す
し
て
三
世
の
諸
佛
も
之
に
依
つ
て
成
佛
す
る
勝
行
な
る
こ
ぐ
」を
顯

示
し
玉
ふ
・
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最
後
に
韋
提
の
問
の
教
我
正
受
に
答

へ
玉
は
ん
ε
し
、
曠
劫
に
希
に
聞
く
今
始
て

N
大
事
を
論
か
ん
・こ
す
る
が
故
に

阿
難
ε
夫
人

ε
の
二
人

に
命
じ
て
諦
聽

々
々
善
思
念
之
、こ
注
意
せ
ら
る
。

而
て
極
樂
淨
土
を
觀
見
せ
し
め
ん
ε
佛
の
神
逋
力
を
以
て
鏡
に
向

つ
て
我
面
を
見
る
が
如

く
な
ら
し
む
。
韋
堤
希
親
く
極
樂
の
境
界
を
觀
見
せ
し
が
故
に

歡
喜
踊
躍
し
て
信
思
に
注
す
。

佛
は
夫
人

の
み
な
ら
す
未
來
世

吋
切
凡
夫
に

も
見
佛
せ
し
め
ん

ε
し
て
、
韋
堤
も
汝
等
ご
異
る
な
き
凡
夫
な
り
、
・汝
等
も
專
心
念
佛
せ
ば
見
佛
往
生
す
べ
き
を
勸

め
ん
が
爲
め
に
韋
堤
も

凡
夫

心
想
騒
劣
ε
の

喜
へ
り
。
汝
韋
提
自
己
の
力
に
て
觀
見
せ
し
に
あ
ら
す
、
如
來
の
方
便
力
な
る
こ
ご
を
詭
か
れ
た
れ
ば
方
め
て
其
事
を

知
り
、
妾

は
佛
力
に
よ

つ
て
遠
き
極
樂
を
今
此
處

に
て
拜
す
る
こ
ε
を
得
し
が

、
佛
滅
後
の

凶
切
衆
生
等
は
如
何

に
し
て
極
樂
界
を
觀
見
す

る
こ
ε
か
餓
來
ま
せ
う
ご
向
ひ
玉
ふ
。
此

剛
科
を
定
善
示
觀
縁
ざ
分
科
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
簡
單
に
其
梗
概
を
叙
述
せ
る
が

、
序
分
義
ε
し
て
の
要
黏
は
、
王
宮
内
の

叫
大
悲
劇
に
あ

る
。

高
組
大
師
が
特
に
觀
經
を
御
邏
び
に

な
つ
た
理
由
は
、
相
傳
の
經
、
有
縁
の
經
ε
云
ふ
こ
、こ
に
な
つ
て
居
る
が
、
余
は
拜
察
す
る
に
、
導
師
が
末
代

剛
切
凡
夫
を
正
客
ざ
し
て
の

宗
旨
を
開
か
ん
に
は
機
教
相
應
の
教
義
を
選
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。

然
る
に
此
經
は
頻
婆
沙
羅
王
、
韋
提
希
夫
人
か
、
實
子
の
爲
め
に
深
宮
に
幽

閉
監

禁
せ
ら
れ
、
全
く
我
身
の
自
由
を
縛
ら
れ
、
自
身
の
力
に
て
は
其
束
縛
を
脱
す

る
こ
ご
能

は
ざ
る
を
自
覺
し
て

佛
陀
世
象
に
救
濟
を
個

願
せ
ら
れ
、
佛
力
に
よ
つ
て
方
め
て
身
心
の
解
腕
を
得
ら
れ
た
。
ざ
云
ふ
處
に
着
眼
せ
ら
れ

我
等
罪
悪
生
死
の
凡
夫

は
悉
く
韋
堤
希
の
如
く

自
由
を
束

縛
せ
ら
れ
て
居
る
身
の
上
に
て
、
自
己
の
力
に
よ
り
て
は
解
脱
を
得
る
の
術
べ
な
く
、

專
ら
、
阿
彌
陀
如
來
の
大
願
業
力
を
墫
上

縁
ε
す
る
よ
り
外
に
道
な
き
こ
こ
を
知
ら
し
む
る
に
は
、

本
經

の
如
き
人
世
の
悲
慘
を
縮
圖

ご
し
た
る

王
宮
内
の
出
來
事
を
縁
起
唱こ
し
た
る

も
の
に
よ
り
、
信
法
の
前
に
信
機
を
、

帥
信
機
信
法
の
教
義
を
説
か
れ
る
爲
め
に
主
ε
し
て
此
經
に
依
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
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